
 

    

 
 
 
 
 
 

 学校図書館活用推進に向けた調査研究事業

の一環として、本事業の推進協力校である市

川市立柏井小学校（１２/５）と市川市立第七

中学校（１１/4）が授業公開を行いました。

どちらの学校もブックトークを中心に授業が展開され、子供たちは学校司書が行うブックトークに聞き入っ

ていました。 

 各学校が取り組んだ授業については、以下のとおりです。 

 

 

  

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 今回の授業実践では、授業で使用する本の選書だけでなく、学校司書が積 

極的に授業に参加し、ブックトークをしたり、読み聞かせをしたりする姿が 

見られました。また、本とＩＣＴ機器を併用しての授業の構成となっており、 

提案性のある授業実践となりました。 

  

 例年、学校図書館活用授業時間数調査を各学校

に依頼しています。調査結果は、学校図書館活用

推進を図るための資料として活用します。 

 また、ネットワーク便貸借数についても集計が

終わりましたので、併せてお知らせいたします。 

  

   

 

 

 市川市立稲荷木小学校では、読書まつりの中で『いますぐ

名探偵 犯人をさがせ』の絵本を動画に編集し、各学級で謎

解きができるような取組を行いました。 

 動画というと、読み聞かせをしている姿を撮影する方法も

ありますが、この取組では、絵本の内容とオリジナルの絵を組

み合わせて動画にまとめ、動画とプリントを使って、絵本を読

んでいるように謎解きができる工夫がされていました。新型コ

ロナ感染が収まらない中、各学級で取り組めるように、読書ボ

ランティアサークルが作成したそうです。子供たちは一生懸命に動画を見て、謎解

きを楽しんでいました。 

 

 

 

須和田の丘支援学校では、年に３回の読書週間を開催しています。期間はそ

れぞれ１週間で、担任外の先生が各クラスに入り、読み聞かせを行っています。

須和田校舎の中学部、高等部の子供たちは、読み聞かせを落ち着いて聞いてい

ます。 

稲越校舎では、今年の５月から毎月読み聞かせ会を開催するようになりまし

た。９月は「お爺さん・お婆さん」、１０月は「おいしいもの」、１１月は「落

ち葉・木の実」に関する本を各学年に合わせて選書しました。最近では、クラ

スに読み聞かせた本と一緒におすすめの本も置いてくるようにしています。 

小学部の子供たちは、とても笑顔で読み聞かせを待っています。登校後、昇 

降口を抜けると、私のそばに寄ってきて、笑顔で両手を合わせて本を開く仕草をします。その仕草が何とも

言えずかわいらしく、その笑顔のためにも読み聞かせを続けていきたいです。 

（市川市立須和田の丘支援学校 学校司書 太田和 順子） 

 
 
 

 

 令 和 ３ 年 度 令 和 ４ 年 度 

学校図書館活用時間数 １８，７２４時間 
１９，１１０時間 

△３８６時間 

ネットワーク便貸借数 

合計冊数 １回あたりの貸借数 合計冊数 １回あたりの貸借数 

１４，８９３冊 ５１４冊 
１５，５５６冊 

（△６６３） 

５３６冊 

（△２２） 

                                             

                                  １６８号 
令和４年度 市川市学校図書館支援センター（市川市教育センター） 

 

 

 

『学校図書館支援センター通信』は、市川市教育センターホームページでもご覧いただけます。 
市川市学校図書館支援センター（市川市教育センター）  
〒272-0015 千葉県市川市鬼高１－１－４  
TEL ０４７－３２０－３３３５ FAX ０４７－３２０－３３５２ 
http://www.ichikawa-school.ed.jp/index.html 

  

 

～ひろげよう！図書館の輪・リレー執筆～ 

 

【市川市立第七中学校】 

＜単元名＞ 

 「七中版 ＳＤＧｓ検定をつくろう！  

～世界の課題に目を向けて、調べたことを発信しよう～」 

＜授業者＞ 

 （教諭）釜谷 沙織 先生  （学校司書）浜岡 純子 さん 

＜授業の内容＞ 

 環境問題に焦点を当てて、自分たちが調べた情報からＳＤＧｓに関す

る問題（クイズ）をつくり、校内や地域に発信する単元構成となってい

ます。本時は、プレゼンテーションソフトでクイズをつくるための情報

収集の一つとして、ブックトークによる本の紹介を行いました。 

 

【市川市立柏井小学校】 

＜単元名＞ 

 「『おはなしどうぶつえん』をひらいて、本の世界を広げよう」 

＜授業者＞ 

 （教諭）千葉 ひかり 先生 （学校司書）小山 敬子 さん 

＜授業の内容＞ 

 単元のまとめとして、「密林一のきれいなひょうの話」の読み聞かせを

聞き、物語から感じたことや想像したことを基に、無くなってしまった

ひょうの斑点を作成するという学習活動となっていました。 

 

ブックトークをする浜岡さん 

ＳＤＧｓについて話をする 

釜谷教諭 

大型提示装置に映し出して 

読み聞かせをする小山さん 

アイディア溢れる斑点に 

ついて話をする千葉教諭 

どちらも昨年度の同時期より増加となっています。学校図書館長である校長先生のリーダーシップのも

と、教職員のみなさんが意識して活用している結果だと推察できます。 

 今後は学習用端末を併用したり、本とのすみ分けを考えたりしながら、学校図書館活用を推進していただ

きたいと思います。 

 

読み聞かせの様子 

今回取り上げた本 

謎解きを終えると 

感謝状が贈られます 


